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緊急のお知 ら
中小企業の資金繰 りを応援する緊急保証市1度が 10月 31

日からスター トしています。行政当局では経済環境の悪化に

鑑み、すでにあった保証制度を拡充 し、関係各方面に周知徹

底を図っています。詳 しくは別紙のとお りですのでご参照 く

ださるようお願いします。

加盟団体報告
(平成20年 10月 1日

～10月 31日 )

マーケットは共有財産 担当者部会開催

△北海道鋼友会(今井國雄会長)

9月 25日 (本 )札幌アスペンホテルにおいて平成年

度第 2回担当者部会を開催。当日は全道から会員各社の

営業担当者など 34名が出席 した。席上、今井会長は「

北海道の景況感は悪化ないし弱含みで、先行き慎重な対

応が求められている。電炉 メーカーはスクラップ状況が

目まぐるしく変化するなか、需要見合いの生産で対応 じ

ている。共有財産であるマーケッ トを健全に維持 してい

くことが大切で、そのためには安値受注を回避 し、慎重
・丁寧な商売で中身が残るよう、与信や債権の徹底 した

管理が重要である。特約店 としての機能強化に日々努力

しつつ、情報交換に努めてほ しい。」と述べていた。ま

た、需給調査委員長を務める浜中章央氏は「ファプ リケ

ーターやデベロッパー、ゼネコンなどの倒産が相次いで

いる。Hク ラスのファプ リケーターは札幌市内の大型物

件を中心に仕事は豊富であ り、その状態が継続 している

一方、中小物件の不足や鉄から他の素材への転換 も進ん

でいる。今後、需要に期待が持てないなか、信用不安ヘ

の対処を徹底 してほしいJと 語っていた。

限られた需要を人事に 秋の例会開催
会員企業のオーナーが一堂に会する秋の例会は 10月

28日 (火 )札幌グランドホテルで開催 された。今回は

一段 と厳 しくなる状況を踏まえて「売掛債権保全商品に

関する講習会」を併催 した。挨拶に立 った今井会長は「

米国発の金融危機による株価の暴落 と為替の ドル安円高

は大きな不安材料である。バケツの底が抜けた感 じで世

界同時不況の懸念が強まっている。一本調子で伸びてい

た世界の鉄鋼生産が下方修正 されることになるだろう。

国内高炉 も需要動向を見極めながらの生産調整を検討 し

ている。翻って 20年度の道内鋼材需要は 122万 トン

と想定され、そのうちの約 80%は 建設向けである。こ

の限られたパイを大事にして、市況を維持 し、下げ局面

でもスローペースを保ちたい。会員各位には冷静な対応

と、共通認識 を持って難局を切 り抜けていくことをお願

い したい」と所信を述べていた。来賓として招かれた全

鉄連・林会長は「世界的に大変な事態が起きている。実

態経済の混舌Lは これから始 まる。スクラップはかつてな

い市況の乱高下を見せている。これも経済のグローバル

化によるものだろう。鉄鋼需要はなく、売 り先がない。
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景気対策 として全国的に公共事業が必要。後世に残 り資

産 となる道路、下水道などインフラ整備を進めていくべ

きだ。鋼材価格は店売 りと紐付 きで格差があるべきなの

だが、流通が望んでいる格差と実態がまるで逆になって

いる点を問題視 している。現状、在庫調整が急がれてい

る。それを進めなが ら一定量の在庫を持 って、耐えて見

合いの販価で進んでいくしかない」と現状や見通 しにつ

いて見解 を述べていた。

地元選出の新藤議員を招き、講師例会

△川□鐵鋼会 (鈴木康之会長 )

10月 16日 (金 )に おいて衆議院議員・新藤義孝氏

を招 き定伊1の講師例会を開催 した。新藤議員は地元・埼

玉 2区 (川 口・鳩ヶ谷)選出の自民党代議士。会員には

知己も多い。「混迷する政局 と景気低迷によって四苦八

苦する一般庶民を前に、日本の政治は何をめざし、何処
へ向うのか」を直接聞こうとの趣旨でテーマを「混迷す

る政治、いったいどうなるのか ?本当の話を聞きたい」

とした。新藤議員は「人口減少によりわが国の将来が憂

慮 される」としながらも「視野をグローバルに拡げれば

日本の技術や資産をビジネスに活かせるチャンスはた く

さんある」と具体例を挙げていた。また、政治の目的は

「国を良 くすること」で、その手段 として「選挙に勝っ

て政権を獲 り、法案を実行する」と語 りながらも、現実

には手段が目的を凌駕 して しまったところに「政治の悲

惨 さがある」と指摘。来る解散総選挙については「政権

争いのためのつまらない対立ではなく、実効のための選

挙にしなければならない」そのため有権者には「目先だ

けではな く、将来の日本を健全に強 くする人物 と政権を

選んでほ しい」と呼びかけた。

関連会議報告

金失金岡 言果 撻塾糸各 老≧

10月 22日 (水 )

会場 鉄鋼会館 804号 室

出席 松渕 。芳澤 (経済省)林・木下 (愛知 )西村・山

岸・佐藤 (東京 )中村 (大阪)今井 (北海道 )井
上 (神奈川)」 野ヽ (北九州)南 (石り||)

●全鉄連調べによる 3地区12品種 18サ イズの平均市況は

126,300円 前月比-2,200円、前年同月比 +36,800円 。

経済産業省からは、原材料価格高騰対応緊急保証制度が

10月 31日 から開始 されることについて説明があった

本制度は、原材料価格の高騰や仕人価格の高騰を転嫁で

きない中小企業者の資金繰 りを支援するため、現行制度

の抜本的な拡充・見直 しを行ったとのことであった。

常任理事会
●第 5回鉄鋼営業中堅社員研修講座を 11月 21日 (金

)実施することが決定 してお り、その募集パ ンフレット



を提出 し、講座内容を説明 した。

●今年の 3月 から継続 されて開催されている鋼材品質証

明検討委員会の次回会合は 11月 13日 (本 )に 予定 さ

れてお り、東京の出店文雄氏 (出 店鉄鋼 )と 事務局・星

野が出席する。

●各地区代表者会議の 20年度開催は見送ることになっ

た。

●恒例の新年賀詞交歓会は、これまで「虎 ノ門パス トラ

ルJを 会場 として実施 してきたが、明年、平成 21年新

年の使用を最後に利用できなくなる。そこで代替会場 と

して中央区日本橋箱崎「ロイヤルパークホテル」を会場

とすることを決定 した。

第 404回鉄流懇概要

在庫増加傾向ヽ市況下押しヽ1瞑性|ヒする信用不安
●東鉄連からの概況報告 (山岸・佐藤 )

△鉄筋…スクラップの下げに戸惑いを覚えている。スク

ラップ輸出が全然決まらない。まだ、下が りそうな雰囲

気である。特約店の成約量は 3分の 1ほ どに激減 してい

る。相場 も立たない状態である。

△平鋼…荷動きは 8月 から変わっていない。スクラップ

に先安感がある。客先には在庫意欲がない。現在は一番

高い玉が入荷 している。

△形鋼概況… 9月 部会調査では前月比で入庫 11%増 、

出庫 9%増、在庫横ばい。稼働日数が増えた分だけ増加

した。 10月 も減退基調は変わっていない。

△H形鋼… 5ヶ 月前、店売 りのH形鋼は 1物 5価 であっ

たが、今は 1物 2価 となっている。 5千円 ぐらい値差が

あると思 う。中小物件はない。中止、延期が相次いでい

る。大型物件 も減少 している。生産に関 しては必要最小

限な規模 となるだろうが、それが今後の在庫動向にどう

係わっていくかは未知数であろう。

△一般形鋼…H形鋼に比べて在庫が多い。一部電炉の大

幅値下げで先安感が出ている。安値 も結構ある。

△ C形鋼…分科会調査では、月間 4千 トン台の販売量で

推移 してきたが、 8月 に初めて 3千 トンを記録 し、落ち

込みの度合いが激 しい。

△広幅製品…物件価格は値下げ傾向となっている。

△コラム…BCRに 変わる傾向がある。納期遅れが問題

となっている。下押 し場面 とな り、需要減少に耐えられ

なくなっている。

△薄板概況…自動車メーカーは減産を発表。鋼製家具、

住宅資材なども落ち込んでいる。在庫は潤沢。少 し前ま

で申し込みは 2～ 391カ ッ トされていたが、今は全量受

けて くれる。

△冷延…仕事が少ないが、店売 り枠 も少ない。与信不安

が顕在化。そのため締め過 ぎると窮屈になるが、ノーマ

ー クで売るわけにもいかない。

△表面処理… 8月 、 9月 と低迷 し、末端需要は回復せず

転嫁が通 らなくなった。仕事をとっても与信不安が付 き

まとい、注意 しているが想定外のことも発生するので気

が休まる暇がない。販路が決まってお り、値を下げたか

らといって余計に売れるわけではなく、それで在庫が捌

けていくわけでもない。

△厚板耳付 き、切板母材…荷動きがおもわ しくなく、在

庫は増えている。建設機械に多少陰 りが出ている。建設
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は中小が少ないため街場に出て くる切 り板が少ない。短

納期小ロッ トの受注に終始 している。金融危機の影響も

出て くるだろう。

△中板・ホットコイル…荷動き低調、在庫潤沢 となって

いる。一部電炉の 2カ 月連続大幅値下げで購買意欲はな

い。メーカーの需要見合いの生産が課題 となろう。その

一方、輸入材が入って くると考えられ、様々な要素が市

場を形成 してだろう。早めに在庫調整 したい。

△厚板定尺…荷動きはよくない。メーカーカッ トが大き

く、品薄感が年内、持続する。これが唯一の安′さ材料で

はあるが、他の品種に引きず られる公算 も強い。

△敷板…本来なら出ていなければいけない時期だが、引

き合いはない。

△縞板…どうしようもない状態。見積 もり引き合いが全

くない。四半期 ごとに販売に見合 った契約をしているが

4～ 6月 の段階でこれほど落ちるとは思わなかった。

△鋼管概況…荷動きは非常に低調。今年の 1～ 2月 はど

ん底だったが、今は 8月 より9月 が悪い状態 となってい

る。昨年は改正建築基準法で売れなくなったが、現状、

売れない理由が見つからない。安売 り合戦が始まらなけ

ればいいのだが。価格崩壊を止めるダムは決壊 していな

いが、大分貯水域が高 くなっている。

△高炉品…このところの混沌 とした世界景気で、海外の

プラント物件は延期、中止 となっている。 7月 から完全

に潮目が変わった。現状、価格は維持 されているが先々

′心西己。

△溶協… 2年続いて 9月 が 8月 よ り悪い。 10月 入 りで

も基調は変わっていない。前年比 20～ 30%ほ どの落

ち込み。 8、 9月 で大分在庫が増えた。先行 き不透明な

ので申し込んでいない。

需要の先細 りが鮮明
●OSAか らの概況報告 (中村 )

販売量は前月比5.5%増加、前年比では 11%減少。

稼働日数が増えたわりには期待外れだった。現状は激減

状態。在庫は緩やかに増加 している。仕入れが増えたわ

けではなく販売減によるものである。市況は厚板以外弱

含み。安値販売が散見される。電機メーカーの設備投資
の話も、未確認ながら延期されるようだ。相変わらず中

小物件は少ない。造船先物は減少傾向となっている。採

算は悪化 し、どうなっていくのか不安である。

販売不振と在庫損で採算難
●愛鉄連からの概況報告 (本下 )

悪いの一言である。自動車メーカーの減産は加速 し、

3次、 4次下請には仕事が回って来ない。工作機械も機

種によっては大幅な調整を余儀なくされている。延期、

中止になる物件が相次いでいる。ファプでは仕事に穴が

あいている。市場縮小が続いて、信用不安は顕在化。深

刻な状況が前月同様続いている。在庫、契約残が評価損

となって、赤字販売を強いられるようになった。 10月
も販売不振が継続 しており、それを映して市況は棒、形

中心にジリ安となっている。一番の関心事は大幅に下げ

たことによる今後の市況展開である。混乱が予想される

が、製販共に真価が問われる時でもある。

在庫調整が愁眉の急
●神奈川からの概況報告 (井上 )

県内の倒産件数、負債金額とも増加 している。マンシ



コン着工戸数は前年比 3割弱の減少。鉄筋は、スクラッ

プの先安でゼネコンからの引き合いはゼロに等 しい。信

用不安が蔓延 し、どこに売っても心配だ。輸出向け大型

建設機械は年内大丈夫だが、小型は落ち込んでいる。道

路関連のまとまった案件は出ているが、夕1年より少ない

今は在庫を減 らすことが急務。

急激に冷え込んだ市場マインド
●北九州からの概況報告 (小野 )

土木関連はこれから出てくるだろうが、仕事は減 り気

味である。あの大幅値下げでマインドが冷えた。いくら

で売ったらいいのか分からない。おか しな状態である。

ゼネコンもあたら、た している。マイ ンドが冷えすぎて果

気に捕 らわれている。信用不安は相変わらずで、スクラ

ップ業者にしても今 までは業績がよかったが、この急落

で不安視されるようになった。業界を取 り巻 く釣瓶落 と

しのような状況はどうしようもない。再三、言及 されて

いる紐付 きと店売 りの問題であるが、現状の価格体系で

は流通は勝負できない。あまりに値差があ りすぎる。そ

して、このような状況だとさらにギ ャップが生 じる。需

要低落のなか大きな問題 となろう。

公共以外の需要は半減
●石川からの概況報告 (南 )

多少、公共物件は出ているが、他の需要は半減 してい

る。ともか く不透明で、製造メーカーの社長が言 うほど

安泰ではない。急カープで価格は上昇 したが、 5月 GW
売れなくな り、このたびの価格急落で大変な状況 となっ

た。早期に事態が収拾することは望み薄である。

経験にない製品やスクラップの乱高下
●林会長 (総括 )

今年前半は資源及びコス トインフレにより各品種 とも

価格が上昇 したが、ここにきてその上昇分を掃き出すだ

けでなく、それ以下の水準にな りそうである。さらにサ

ブプライム問題 もあ り、単に鉄鋼需給だけでなく金融収

縮・不安 という問題 も加わって世界的な鋼材市況の続落

を招いている。特にスクラップは、かつてないレベルま

で高騰 した後で急速に落下 し、未だ下げ止まる気配がな

い。このような状況が続けば、コス ト面で電炉が優位 と

なる可能性 もあ り、高炉は、資源メジャーによる寡占化
の中で如何に主原料コス トを抑えられるかが、今後の課

題 となろう。世界経済のグローバル化により、鉄鋼流通

はかつて経験 したことのない暴騰、暴落 という急変化の

只中に陥ってお り、極めて厳 しい状況にある。これまで

需要家には、鋼材価格の値上げ理由としてスクラップな

どの原料価格高騰を説明 してきたが、状況が逆転 した。

流通はスクラップ価格の乱高下 という未体験の事態にお

かれ厳 しい対応を迫 られている。他方、店売 りと紐付 き

の価格差の問題が何年 も続いている。スクラップ価格の

暴落により、一部電炉メーカーは大幅な価格見直 しを発

表 し、流通は需要家から種々要請を受けている。組付 き

は高品質なうえ納期厳守の制約 もあ り、それな りの製造
コス トを要するものと理解 しているので、メーカーの公

明正大な対応を期待する。
*こ の後、商社・メーカーから発言があった。なお、発

言内容については別紙資料 3-1、 3-2を 参照。

緊急総合対策発動、金融保証制度を拡充
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●経済産業省 (松漱1)

東京商エ リサーチでは毎月、全国企業任1産状況を公表

している。それによると、 9月 の全国の任1産件数は1,40

8件、負債総額は先の リーマ ン・プラザーズ証券 とその

関連会社の経営破綻の影響から5兆 3625億 円にも達 して

お り、倒産件数は前年同月比で361件増で、1,400件 超

えは2003年 5月 の1,452件以来の 5年 4カ 月ぶ りである

産業別では製造業、卸売業、金融・保険業で今年最多を

記録 した他、燃料高の影響が深刻な運輸業では倒産が前

年比倍増。建設業は 3ヶ 月連続で400件 を超え、大型倒

産が多発 した不動産業では前年同月比3割増 と相変わら

ず状況にある。こうした昨今の厳 しい経済情勢のお り、

8月 29日 の政府・与党で決定のなされた「安心安全のた

めの緊急総合対策」において、新たな保証制度 (原材料

価格高騰対応緊急保証制度)の導入が決定された。 10月

21日 の閣議後の三階大臣の記者会見で本制度の実施に

ついて発表された。本制度は、原油に加え原材料価格の

高騰や仕入れ価格の高騰を転嫁できない中小企業者の資

金繰 りを支援するため、現行制度の抜本的な拡充・見直

しを行ったものである。先の「安心安全のための緊急総

合対策」のなかでは、中小企業対策について「原油・原

材料価格の上昇に伴い、世界的に価格体系の変化が生 じ

ていることから、我が国企業が新たな価格体系へ円滑に

移行できるような環境を整備する。特に中小零細企業で

は価格転嫁が困難な場合 も見 られるため、資金繰 り対策

に万全を期 し、弱い立場にある下請事業者対策を強化す

ること」が挙げられている。こうした対策を進めるため

本制度の実施については、世界的な金融危機、原油に加

え原材料価格の高騰や仕入れ価格の上昇により大きな影

響を受ける業種を幅広 く対象とすべ く、四半期 ごとに指

定 している現行のセーフティネッ ト5号指定業種 185業
種に加え、原材料高騰や仕入価格上昇を転嫁できていな

い製造業、卸・小売、飲食などの業種を大幅に追加、拡

大 し、緊急保証特定業種 として545業種 を指定 した。 も

ちろん鉄鋼流通関係については現行のセーフティネット

5号特定業種に指定 されているので、この緊急保証制度

の対象となっている。本制度の実施により全国の中小企

業の3分の 2を カバーすることになる。厳 しい状況が年

末年始に向けて続 くが、必要に応 じて資金繰 りの一助に

本制度を適切に活用 していただきたい。

需要見合いの生産に徹する
●小野会長

この lヶ 月で状況は一変 した。金融危機はもはや対岸

の火事ではなく、いよいよ実態経済に影響を及ぼ してい

る。お金が回らなければ経済 も回 らない、ということが

はっきりしてきた。米国はいわば金融恐慌の状態で、欧

州、アジア、日本にどの程度波及 して くるかは未知数だ

が、非常に厳 しい状況を迎えている。全鉄連の 10月 アン

ケー トによれば、品種全体 DIが▲ 30と なっている。

平成 14年 に▲ 30を下回ったことがあるとの話だが、

海外市況が大混乱 したのがその年である。これに匹敵す

る事態が足元で起こっている。そういった実感が流通に

あるということを我々としても重大に受け止める必要が

ある。今、我々がすべきことは速やかにアクションをと

ることだ。 JFEの 例を挙げれば、予てより申し上げて

いる通 り、実需に見合 った生産に徹することに尽 きる。

どうしても見掛け消費を過大に評価 しがちな傾向がある

非常に難 しいことではあるが、本当の実需を見極めるこ



とが大事であ り、その上で、従来以上に実需に見合 った

生産を徹底 していく必要があると考えている。また、中

国が再び輸出量を拡大 していることから、各国が通商間

題に非常に神経質になっている。こうした通商問題にも

十分に留意 しながら、今後、取 り組んでいく必要がある

と,思 う。

会員企業消息 (平成20年 10月 1日 ～10月 31日 )

〔所在地・代表者変更など)

○武部産業 l10(東鉄連・本所)～新代表者に長澤裕介氏

が就任 した。

会員入退会 (平成20年 10月 1日 ～10月 31日 )

〔ノヽイ当 〕
*該当事項なし

〔剣ユづ蚤 〕
*該当事項なし
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全国鉄鋼販売業連合会 業況アンケー ト10月 度結果表
10月 21日 締切で、当会役員 168名 に対 し、このアンケー トを行つたところ、 106名 (635%)

2008 11 14
から回答があり、その結果 (太枠内)が下記の通 りまとま

(A× 2+B× 1-D× 1-E× 2)■ 回答数×100りましたのでご報告いたします。

数量大幅ダウン続く
9月 110月  111月

DIIDIIDI

*DI算 出方法=

I問 11貴社の9月 (先月)の総売上金は、前年同月比べ如何でしたか。

▲571▲561▲ 54

▲47 1  ▲24 1  ▲38

12月 11月 12月 i3月
DI:DIIDIIDI

▲741▲ 221 361 34
▲531 41 41 110

4月

DI

5月

DI

8月

DI

6月 17月

DIIDI

▲531 ▲39

+81 1  +95

実需低迷、全向け先で販売減
110月 111月  112月  1 1月  1 2月

|▲ 591▲651▲661▲821▲ 59

|▲ 141▲ 111▲HI▲ 151 2

34

110

▲45

59

▲95

■54

▲52

▲63

▲22

▲36

I問 21
日
月

て日
乃

ゝ
り日

Ｈ

宏

心

↓
十
不

ユ
７
日

■
″
Ｌ

土
貝

(今月)の販売量は前月比如何ですか。
3月

DI
4月

DI

6月

DI

7月

DI

8月

DI

9月

DI
瑚
Ｄ‐
一榊
一鯉
一如
一靱

▲64 1  ム85 1  ▲81 1  ▲84 :  ▲47

3 1  ▲53 1  ▲69 1  ▲47 1  ム52 1  ム80 1  ▲64

▲46 1  ▲53 1  ▲56 1  ▲61 :  ム25 ▲58 1  ▲71 1  ▲54 1  ▲50 1  ム74 1  ▲50

7ケ月ぶりに二桁害|る 1問 31貴社の9月 (先月)の企業収益状況は、如何ですか。

▲341

▲181

2 1

11

▲87

▲67

▲24

▲41

▲75

▲60

▲28

▲48

▲641

▲54 1

▲33 1

▲41 1

▲84

▲79

151

167▲32 1  ▲39 1  ▲44 1  ▲47 1   ム8

▲45 1  ▲43 1  ▲58 1  ▲52 1    1

1 9月  110月  111月  |

DIIDIIDI

52 1   59 1   71

不需要期でさらに需要は減少傾向ヘ
110月 111月  112月 1 1月  1 2月

DIIDI:DIIDIIDI

142 1  143 1  128 1  133 1  137 1  106

3月 14月 15月 16月 17月 18月

DI:DIIDIIDIIDIIDI
9月

Dl

12月

DI
2月 13月 14月

DIIDIIDI
6月 17月

DI IDI

月
一

Ｉ

一ｂ
　
Ｄ

8月

DI

▲41▲ 3611591▲ 291 181 21▲ 321▲301▲281ム261▲341▲45

厚板以外は過乗1気味ヘ

1間 41貴社における向う3ヶ月間の需要動向についての予慣|は如何ですか

1問 51下記主要品種の貴地区市場の需給状況は如何ですか。

企 業  I A I B I C i D I E I 19月
収益状況   1黒 字  1軒群  |はトントン1昔千ホi l赤字  1 計 IDI

41(39%130∝8%12503%16“ % 14“% 11061+92

A I B
増加  1微増

0(0%   1 9(8%   |

10月

D I

H月

DI

12月

DI
1月

DI

2月

DI
3月

DI

4月

DI

5月

DI

6月

DI

7月

DI

8月

DI
9月

DI
需要状況

饗R角虫

A
非常に不足

B

やや不足ぎみ

C
まま需要埼衡

D
やや追¬気味

E

非常こ過剰 計

10月

Dl
21

±0

▲5

±o

▲2

114

▲

▲

▲

0

0

3

0

1

41

19

31

40

15

43

44

26

22

7 +lb

▲2

+9

18

▲7

▲14

鉄筋用丸鋼 17 2

構造用丸鋼 9 1

5 平角鋼 l

▲29

▲31

124

▲24

▲19

▲35

A44

▲14

▲14

▲13

▲3

▲27

▲15

▲13

110

37

▲4

12

13

20

８ ６

一

５ ９

一

４ ５

一

４ ９

一
７ ９

97

93

40

48

78

９ ３

一

９ ５

一

３ 〇

一

３４

一

６ ‐

+32

+80

+8

■11

+31

7

58

▲11

▲7

12

H形鋼

コラム l

1

8

28

27

25

6

4

2

58

44

“

一
規

一
▲

小形山形鋼

中形山形鋼

溝形銅 1

36

34

38

16

20

14

7

6

5

59

60

58

▲51

▲53

▲40

▲31

▲18

8 2

5

▲20

▲3

９

一
４

規

一
■

軽量形鋼 C形 1

13 16 +3 軽量形鋼広幅 6 l

▲24

▲13

▲24

▲24

▲27

▲19

▲24

▲24

▲30

▲23

▲25

▲28

12

12

±0

39

45

48

36

100

91

87

82

135

69

75

67

73

52

57

65

+32

+19

+12

+20

冷延薄板 l ▲43

熱延薄板 ] 5

表面処理鋼板 2

酸洗鋼板 3 10

“

一
２９

一
５〇

一
“

▲18

38

64

▲14

▲13

47

11

63

92

105

48

102

113

20

44

88

102

25

+17

+86

+110

+9

中板 l 5

122 厚 板 6 8

100

5

120

49

極厚板 8 15 3

縞 板 1 1

▲23

118

▲19

▲22

116

▲18

▲17

▲14

▲17

▲9

17

▲6

26

28

25

3 +9

+13

+4

0

0

▲6

中径角

ガス管・黒

構造用鋼管

1

2

1

41

43

12

10

3

2

2

５ ７

一
５ ７

一

４ ９

▲30

▲21

▲20

3

b 7

2 26 1   61 7 計 692
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